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キニジンの消化管吸収特性を明らかに
する目的で、キニジンの消化管

連続灌流法で検討した。
キニジン投与後の胃腸

管内薬物残存量の時間的推移や血中濃度推移などを測定し評価した。
【結果・考察】溶液として投与したキニジンの消化管からの吸収速度は投与溶
液の pHや薬物濃度、および消化管投与部位によって有意に変動し、その速度
はそれぞれ pH7.4=pH6.5>pH5.0, 高濃度(100 M)>>低濃度(1 M), および、十
二指腸部>空腸部＝回腸となった。また、キニジンを粉末（カプセル）として経
口投与した場合、キニジンの水溶液投与同様、胃で速やかに溶解し、P-gpの発
現の低い消化管上部から速やかに吸収されることが観察された。

 


